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1Japan Professional Baseball Players Association

日本プロ野球選手会（JPBPA）について

日本プロ野球選手会とは

日本プロ野球選手会は、日本のプロ野球12球団に所属する
日本人選手（一部の外国人選手を含む）が会員となってい
る団体です。

選手の地位向上に関する諸問題への取り組みのみならず、
全国各地での野球教室や各種チャリティ活動など公益的な
活動にも精力的に取り組んでいます。

活動内容について

日本プロ野球選手会は、会員であるプロ野球選手の地位の
向上のための諸活動にとどまらず、むしろプロ野球発展の一翼
を担う存在として、プロ野球の未来を考え、将来のプロ野球選
手候補である少年たちの憧れの場であり続けるためには何を
すべきかを議論し、実現に向けて活動するということを重要視
しています。

・ファンコミュニケーションイベントの実施
・「夢の向こうに」プロジェクト シンポジウム実施
・野球普及活動
・社会貢献活動
・キャッチボールプロジェクト
など
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2Japan Professional Baseball Players Association

選手会ヴィジョン2019

◆野球が「選ばれない」現状
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3Japan Professional Baseball Players Association

選手会の考えるプロジェクト概要

◆新規入部者の勧誘をサポート

なにか
スポーツを
やってほしい…

メンバーを
増やしたい！

野球・ソフトボールチーム

一般社団法人プロ野球選手会
理事長 丸 佳浩

新入部員 体験会を応援します！
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4Japan Professional Baseball Players Association

選手会の考えるプロジェクト概要

◆普及活動として

・現役選手の派遣

・対象チームの募集、選考

・チームとの事前調整

◆地域貢献として

・現役選手のアテンド

・地域チームとの交流、連携

・DMH財団の周知

◆チーム運営として

・体験会メニューの充実化

・チーム運営の再考

・メンバーの増加

応募

選考委員会を構成
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5Japan Professional Baseball Players Association

選手会の考えるプロジェクト概要

名称 「野球・ソフトボール体験会サポートプロジェクト」

主宰者 一般社団法人日本プロ野球選手会

実施予定 2023年12月2日(土)、3日(日)、10日(日)、17日(日)

サポート内容
体験会での実技指導と野球、ソフトボールの魅力を伝える
野球、ソフトボールを始めてもらうきっかけ作り

活動規模 12地域予定

応募資格

下記の全ての条件を満たすチーム
・開催メニューに特別プログラム（DHM活動紹介等）を入れられる
・複数のチームでの応募可（応募書類は代表チームのみ）
・「全日本軟式野球連盟」、「スポーツ少年団」、「日本ソフトボール協会」
いずれかに登録
・体験会開催時に企業ロゴ入りバナー設置

応募方法 一般社団日本プロ野球選手会HPの応募フォームより

選考方法
予め公表した応募資格及び選考基準に従う。
選考委員会において最終決定する。
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6Japan Professional Baseball Players Association

本プロジェクトで期待できる効果

1
12球団の現役選手が、ユニフォームを着て体験会に参加し、直接
ふれあうことで、野球に新たに興味をもってくれるファミリーを増やす

チーム在籍メンバーにとって現役プロ野球選手と共にイベントを創りあげる
体験を通じて、モチベーションのアップにつながる

2

参加したファミリーに対してメッセージ力の強い野球選手を通じて、
社会貢献につながる様々なメッセージを発信することが可能

3

地域店舗としてチームとつながることによって、学童野球を応援している
企業としての認識を高めることができる

4



当企画書は、プレゼンテーションのために作成したものです。企画書に掲載の画像および写真はあくまでサンプルです。
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